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Ｐ４　　まちからのお知らせ　Ｐ４　　まちからのお知らせ　

Ｐ８　　連載　麒麟のまちイン　Ｐ８　　連載　麒麟のまちイン　

　　　　フォメーション　　　　フォメーション  ほか ほか

Ｐ１２　けいじばんＰ１２　けいじばん

Ｐ１４　フォトニュースＰ１４　フォトニュース

Ｐ１６　カレンダーＰ１６　カレンダー

Ｐ１８　文芸かみＰ１８　文芸かみ

Ｐ２０　図書室へ行こう♪Ｐ２０　図書室へ行こう♪

受ける健（検）診　受け取る安心
　～年に一度は健診を受けましょう～ 

【今月の表紙】

　5月11日、村岡区板仕野の棚田で村岡中学校１年生の

29人が昔ながらの手植えに挑戦しました。冷たい泥の感

触に声を上げながらも、地域の人の指導を受け、目印に

合わせて丁寧に苗を植えていきます。生徒たちは米作り

の大変さを実感するとともに、貴重な体験を楽しんでい

ました。

出前講座を開設しますを開設します令和 5年度令和 5年度

町政について聞いてみませんか？町政について聞いてみませんか？
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出前講座出前講座令和5年度令和5年度 を開設します

●問い合わせ先　役場総務課

　町民の皆さんに広く町政を知っていただき、共にまちづくりを進めるため「出前

講座」を開設しています。出前講座は、町職員が町民の皆さんが主催する集まりに

無料で講師として出向き、担当する業務についてお話をするものです。講座には次

の表のものがあります。また、要望があればこれ以外の業務も説明します。

講座名講座名 講座内容講座内容 担当部署担当部署

防災安全について 町の防災体制、災害への備え方、対策など 防災安全課

予算から見たまちづくり 令和 5年度予算から見たまちづくり 財政課

新しい地域コミュニティ
より住みやすい地域を自分たちの手で作り上げていく地域運営組織
について

企画課

公共交通について バス・鉄道などの公共交通機関の使い方 企画課

町税のしくみ 町税の概要について 税務課

賢い消費者になりましょう
消費生活トラブルから身を守る（悪質商法被害防止【若者向け・高
齢者向けなど】、契約トラブル【18歳新成人向け、一般向けなど】、
インターネット・スマートフォンのトラブル防止）

町民課

混ぜればごみ、分ければ資源
～はじめようエコな暮らし～

なぜ分別が必要か、よくある分別間違いの事例とごみの分別やごみ
の資源化・減量化について

町民課

資源回収のススメ
～ごみを減らして地域を元気に～

団体や地域での資源回収に取り組む際の具体的な手順や、取り組む
団体への町の支援について

町民課

国民健康保険、福祉医療助成制度
国民健康保険、福祉医療助成制度について、暮らしに役立つ給付の
内容（高額医療費の還付・貸付、補装具代の還付など）

健康課

健康づくり
食育や子育て、生活習慣病予防や心の健康（ゲートキーパー養成研
修含む）、歯の健康など、生涯を通した健康づくりについて

健康課

後期高齢者医療・健康づくり
後期高齢者医療制度のしくみ、暮らしに役立つ給付の内容（高額医
療費の還付、補装具代の還付など）、健康長寿について

健康課

特定健診・特定保健指導
がん検診

健（検）診の意義、特定保健指導って何？健康寿命を延ばす生活習
慣指導など

健康課

福祉施策 福祉の各種制度について（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉など） 福祉課

介護保険
介護保険制度について（サービスや利用者負担、介護保険料、相談
窓口など）

福祉課

介護予防いきいき講座
高齢者の転倒予防、認知症予防、心の健康・食生活改善などについ
て

福祉課

認知症サポーター養成講座
認知症を正しく理解し、当事者やその家族を温かく見守る応援者の
育成について

福祉課

人生会議（ACP）のすすめ 終末期に受ける医療と介護、人生会議などについて 福祉課

山陰海岸ジオパーク 山陰海岸ジオパークの概要とその魅力について 観光商工課

農振農用地と農地転用 農振農用地の指定と解除、農地転用許可について 農林水産課

道路網 但馬地域の高速交通網と整備の現状 建設課

香美町の水道 水道のあらまし、浄水場の見学 上下水道課

下水道のしくみ 汚水処理（水再生）のしくみ、浄化センター見学 上下水道課

下水道への接続相談 下水道接続なんでも相談 上下水道課

香美町ならではの教育 香美町教育振興基本計画、香美町教育の重点 教育総務課

３つの町民運動 読書、あいさつ、体力づくり運動について 教育総務課

ふるさと給食 学校給食を通じた食育、地産地消の推進などについて 教育総務課

学校教育 小・中学校の教育について こども教育課

子育て学習 子育て学習について こども教育課

読書のすすめ
ストレス解消、脳の活性化など、読書により得られるさまざまな効
果やその実感、最適な読書の時間帯を説明するとともに、推奨本を
紹介

生涯学習課

香美町の歴史文化 香美町の歴史文化について、要望に合わせてわかりやすく解説 生涯学習課

人権を学ぶ ワークショップにより、人権について考える 生涯学習課

ラジオ体操、ウオーキング講座 身近で継続できる体力づくり 生涯学習課

オリエンテーリング オリエンテーリングの講習、体験 生涯学習課

在宅介護 介護の心得と身体のお世話について 香住病院

町政について聞いてみませんか？町政について聞いてみませんか？
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●申込方法

　 　申し込みができるのは、原則、町内に在住、在勤、在学の 10人以上の団体・グループです。

　 　開催予定日の 2週間前までに、役場総務課へお申し込みください。

●開催日時・場所

　 　原則、平日 13時～ 21時までの間で 90分以内、会場は町内とします。

●会場の手配など

　 　会場設営や講座運営は、申し込み団体が行ってください。会場使用料が必要な場合は、申し込み団体

が負担してください。また、材料費などは、申し込み団体に負担していただくことがあります。

●開催にあたって

　 　政治、宗教、営利を目的とした講座には講師を派遣できません。また、苦情や要望のみをお伺いする

場ではありませんので、趣旨をご理解の上お申し込みください。

募集講座名募集講座名 講座内容講座内容 担当課担当課 件数件数
防災安全について 防災安全について 防災安全課 3

賢い消費者になりましょう
賢い消費者になりましょう

町民課
7

消費者被害について 4
情報モラルについて 1

混ぜればごみ、分ければ資源
～はじめようエコな暮らし～ ごみと資源化・減量化に向けた取り組み 町民課 1

健康づくり 健康寿命を延ばす食事について 健康課 1

後期高齢者医療・健康づくり
健康づくり

健康課
2

後期高齢者医療と健康づくり 1

福祉施策
福祉事業の取り組みについて

福祉課
1

健康測定と健康講話 1
介護保険 介護保険、高齢者福祉について 福祉課 1

介護予防いきいき講座

介護予防いきいき講座

福祉課

1
教養講座 転倒予防教室 1
元気の秘訣は地域づくり 1
体操指導（筋トレフォームの確認） 1

認知症サポーター養成講座 認知症サポーター養成講座 福祉課 1
人生会議（ACP）のすすめ 人生会議（ACP）のすすめ 福祉課 2
山陰海岸ジオパーク 山陰海岸ジオパーク 観光商工課 2
香美町の水道 香美町の水道 上下水道課 3
下水道のしくみ 下水道のしくみ 上下水道課 1
ラジオ体操、ウオーキング講座 ウオーキング講座（教室） 生涯学習課 2

令和4年度の開催実績令和4年度の開催実績

ウオーキング
講座

賢い消費者になりましょう

介護予防
いきいき講座

出前講座の様子出前講座の様子

町ホームぺージ
令和 5年度
香美町出前講座
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まちからのお知らせ

子育て世帯子育て世帯
生活支援生活支援
特別給付金特別給付金
●問い合わせ先
　役場福祉課
　こども家庭庁コールセンター
　℡ 0120・400・903
　（平日 9時～ 18 時）

　

食
費
な
ど
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
悪
化
し
て
い
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
の
生
活
支
援
の
た
め
、
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
給
付
金
は
、
全
国
一
律
の
制
度
で
す
。

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
世
帯
分

ひ
と
り
親
世
帯
分

●
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ひ

と
り
親
世
帯
の
人

※ 

父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

① 

令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
た
人
（
５
月
30
日
支
給
済
）

② 

公
的
年
金
（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
老

齢
年
金
・
労
災
年
金
・
遺
族
補
償
な
ど
）

を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５

年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
人
で
、
令
和
３
年
中
の
収
入

額
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限
限
度
額

未
満
の
人

　

※ 

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し

て
認
定
を
受
け
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い
れ
ば
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
ま
た
は
一

部
停
止
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
人
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

③ 

令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は
受

給
し
て
い
な
い
が
、
家
計
が
急
変
し
、
収

入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
人

●
支
給
額

　

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

　

 

※ 
児
童
と
は
、
18
歳
を
迎
え
た
後
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
（
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満
の
人
）

●
申
請
手
続

　

対
象
者
②
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
③
に
該
当
す
る

人
は
、
収
入
が
減
少
し
て
い
る
旨
の
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
書
な
ど
は
役
場
福
祉
課
ま

た
は
各
地
域
局
で
配
布
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

• 

給
付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

•  

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
）、運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

• 

受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

•  

申
請
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本（
抄
本
）

　

※ 

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
に
つ
い
て
県

か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
不
要

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分

●
対
象
者

　

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
の
支
給
対
象
で
あ
っ
た
人
（
５
月

31
日
支
給
済
）

② 

平
成
17
年
４
月
２
日
（
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
算
定
基
礎
と
な
っ
て
い
る
児
童
は
平

成
15
年
４
月
２
日
）
か
ら
令
和
６
年
２
月

29
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
す
る

父
母
な
ど
（
里
親
含
む
）
で
、
家
計
が
急

変
し
、
令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入

が
住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ
た
人
（
家

計
急
変
者
）

※ 

ひ
と
り
親
世
帯
分
の
給
付
金
を
受
け
取
っ

た
人
は
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
支
給
額

　

児
童
一
人
当
た
り　

一
律
５
万
円

●
申
請
手
続
き

　

対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
書
な
ど
は
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
地
域
局
で
配
布
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

• 

給
付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

　

※ 

公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
の
児
童
手

当
受
給
状
況
証
明
が
必
要
で
す
。

•  

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
）、運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

• 

受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

•  

申
請
者
の
世
帯
の
状
況
、
給
付
対
象
児
童

と
の
関
係
性
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

（
必
要
な
場
合
の
み
）

　

※ 

世
帯
状
況
に
よ
り
、
添
付
書
類
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

• 

簡
易
な
収
入
（
所
得
）
見
込
額
申
立
書

　

※ 

令
和
５
年
１
月
以
降
、
申
請
月
ま
で
の

任
意
の
１
カ
月
分
の
収
入
（
所
得
）
が

確
認
で
き
る
書
類
（
給
与
明
細
書
、
年

金
振
込
通
知
書
な
ど
の
写
し
）、
事
業

収
入
、
不
動
産
収
入
に
係
る
経
費
の
金

額
が
分
か
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

•  

簡
易
な
収
入
（
所
得
）
額
申
立
書
（
申
請

者
・
扶
養
義
務
者
）

　

※ 

対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
３

年
中
の
収
入
（
所
得
）
に
係
る
給
与
明

細
書
、
年
金
振
込
通
知
書
な
ど
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

対
象
者
③
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
５

年
１
月
以
降
、
申
請
月
ま
で
の
任
意
の

１
ヶ
月
分
の
収
入
（
所
得
）
に
係
る
給

与
明
細
書
、
年
金
振
込
通
知
書
な
ど
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
月

に
可
能
な
限
り
近
接
し
た
月
を
選
定
し

て
く
だ
さ
い
）。

●
申
請
期
間

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）
ま
で

●
提
出
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局（
郵
送
可
）

●
支
給
日

　

申
請
書
受
付
審
査
後
、
随
時
支
給
し
ま
す
。
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まちからのお知らせ

福
祉
医
療
と
は
、
乳
幼
児
や
小
・
中
・

高
校
生
世
代
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
障
害

者
、
高
齢
者
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
が
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し

た
際
に
支
払
う
べ
き
医
療
費
の
一
部
（
高

校
３
年
生
世
代
ま
で
は
全
額
）
を
、
県
や

町
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。

●問い合わせ先
　役場健康課
　各地域局

福祉医療の福祉医療の
受給者証を受給者証を
更新します！更新します！

６
月
下
旬
に

６
月
下
旬
に

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

現
在
お
持
ち
の
「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
青
色
）」
の
有
効
期
限
は
、６
月
30
日
（
金
）

で
す
。

　

受
給
資
格
審
査
の
結
果
、
引
き
続
き
受
給

資
格
の
あ
る
人
に
は
、
６
月
下
旬
に
新
し
い

受
給
者
証
（
緑
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。
７
月

１
日
（
土
）
か
ら
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を

健
康
保
険
証
な
ど
と
一
緒
に
医
療
機
関
な
ど

へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
該
当
し
な

い
人
に
は
、
非
該
当
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

新
た
に
受
給
資
格
を
持
っ
た
人
は

新
た
に
受
給
資
格
を
持
っ
た
人
は

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
新
た
に

受
給
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
役
場
健
康

課
ま
た
は
各
地
域
局
で
健
康
保
険
証
を
持
参

の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
他
市
町
か
ら
転
入
し
て
、
申
請
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
人

②
受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
が
、
未

申
請
の
人

受
給
者
証
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

受
給
者
証
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

①
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
な

ど
で
の
負
傷
や
疾
病
に
対
す
る
診
療
に
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
災
害

共
済
給
付
」
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
原
則
と
し
て
受
給
者
証
を
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

②
転
居
、
転
出
、
世
帯
構
成
の
異
動
、
所
得
の

修
正
申
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受
給
資

格
変
動
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
届
け
出
が
必

要
で
す
。

③
県
外
の
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
は
受
給
者
証

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
証
の
み
で

受
診
後
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
で

申
請
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
助
成
さ
れ
ま

す
。

申
請
の
際
に
は
、
領
収
書
の
原
本
、
受
給
者
証
、

振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
健
康
保
険
証
な
ど
申
請
者
本
人
の

確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

④
保
険
給
付
の
対
象
外
の
も
の
に
は
助
成
さ
れ

ま
せ
ん
（
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
食
事
代
、
文
書

料
な
ど
）。

●
申
請
期
間

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）（
令
和
６
年

２
月
中
に
生
ま
れ
た
児
童
分
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
３
月
15
日
（
金
））
ま
で

●
提
出
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局（
郵
送
可
）

●
支
給
日

　

申
請
書
受
付
審
査
後
、
随
時
支
給
し
ま
す
。

【
注
意
】

　

住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
を

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
本
給
付
金
を
速

や
か
に
支
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
を
！

「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
を
！

　

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
時
は
、
美
方
警

察
署
や
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

有
効
期
間
が
令
和
５
年
10
月
31
日
ま
で
の

受
給
者
証
を
持
つ
人
で
、
令
和
５
年
11
月
１

日
以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希

望
す
る
人

●
受
付
期
間

①
指
定
難
病

６
月
12
日
（
月
）
〜
８
月
18
日
（
金
）
必
着

②
小
児
慢
性
特
定
疾
病

７
月
３
日
（
月
）
〜
８
月
31
日
（
木
）
必
着

●
そ
の
他

• 

受
付
開
始
日
ま
で
に
「
更
新
手
続
き
の
ご

案
内
」
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

• 

郵
送
で
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

●問い合わせ先
　豊岡健康福祉事務所
　℡ 0796・26・3662

　

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
・
小
児
慢
性

特
定
疾
病
）
受
給
者
証
の
交
付
を
引
き
続

き
希
望
す
る
人
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
詳

し
く
は
受
給
者
宛
に
郵
送
す
る
「
更
新
手

続
き
の
ご
案
内
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先
豊岡健康福祉事務所地域保健課

　℡ 0796・26・3662

特定医療費特定医療費
受給者証の受給者証の
更新更新

町ホームぺージ

ひとり親世帯分
ひとり親世帯以外の
低所得の子育て世帯分

令和 5年度低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金
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電力・ガス・電力・ガス・
食料品等食料品等
価格高騰価格高騰

重点支援給付金重点支援給付金

●問い合わせ先
　役場福祉課

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
に
対
し
、
町
が
国
の
交
付
金
を
受
け

て
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、

確
認
書
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
対
象

世
帯
と
思
わ
れ
る
人
で
、
町
か
ら
の
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
福
祉
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
５
年
３
月
31
日
）
に
お
い

て
、
本
町
に
住
所
が
あ
る
世
帯
で
、
次
の
①
、

②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。
な

お
、
二
重
給
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
分
ま
た
は
令
和

５
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

　

予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
、
①
の
世
帯
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

　

※
次
の
②
家
計
急
変
世
帯
の
早
見
表
を
参

考
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

●②家計急変世帯の早見表（収入が限度額より高い場合、所得額による算出も可）

扶養している親族の状況扶養している親族の状況
限度額限度額

年間収入見込額年間収入見込額 年間所得見込額年間所得見込額

単身または扶養親族がいない場合 93万円
（7万 7,500 円／月） 38万円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 1名の場合 137 万 8,000 円
（11万 4,833 円／月） 82万 8,000 円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 2名の場合 168 万円
（14万円／月） 110 万 8,000 円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 3名の場合 209 万 7,000 円
（17万 4,750 円／月） 138 万 8,000 円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 4名の場合 249 万 7,000 円
（20万 8,083 円／月） 166 万 8,000 円

配偶者・扶養親族などに扶養者が 5名の場合 289 万 7,000 円
（24万 1,416 円／月） 194 万 8,000 円   

障害者、未成年、寡婦、ひとり親の場合 204 万 3,000 円
（17万 250 円／月） 135 万円

※
予
期
せ
ず
、
令
和
５
年
１
月
以
降
の
任
意

の
１
カ
月
の
収
入
額
に
12
を
掛
け
た
年
間

収
入
見
込
額
ま
た
は
年
間
収
入
見
込
額
か

ら
経
費
な
ど
を
控
除
し
た
年
間
所
得
見
込

額
が
表
の
限
度
額
以
内
と
な
る
場
合
、
家

計
急
変
の
対
象
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
注
意
】

　

①
②
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
親
族
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
対
象
年
分
の
収
入
が
未
申
告
の

人
の
属
す
る
世
帯
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
未
申
告
の
人
の
申
告
が
必
要
で
す
。

【
注
意
】

　

令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課
税
で
、

昨
年
度
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
」
を
受
給
し
た
人

の
中
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
へ
は
、

５
月
31
日
（
水
）
に
支
給
済
み
で
す
。

●
給
付
金
額

　

１
世
帯
当
た
り
３
万
円（
世
帯
主
に
支
給
）

●
申
請
手
続
な
ど

【
町
か
ら
通
知
を
行
う
人
】

　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
主
に
対
し
、
確

認
書
を
発
送
し
ま
す
（
令
和
４
年
度
分

は
既
に
発
送
済
み
。
令
和
５
年
度
分
は

６
月
中
旬
に
発
送
予
定
。）。
必
要
事
項

な
ど
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
類

①
申
請
書
（
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局

で
配
布
）

②
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
表

面
、運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
の
写
し
）

③
受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

【
添
付
書
類
】

　

⑴
未
申
告
世
帯

• 

確
定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書

の
写
し

　
　

※
申
請
前
に
申
告
を
完
了
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

⑵
転
入
者
が
属
す
る
世
帯

• 

住
民
税
非
課
税
証
明
書

　

⑶
家
計
急
変
世
帯

• 

簡
易
な
収
入
（
所
得
）
見
込
額
申
立
書

（
役
場
福
祉
課
・
各
地
域
局
で
配
布
）

　
　

※
令
和
５
年
１
月
以
降
、
申
請
月
ま
で
の

任
意
の
１
カ
月
の
収
入
（
所
得
）
が
確

認
で
き
る
書
類
（
給
与
明
細
書
、
年

金
振
込
通
知
な
ど
の
写
し
）、
事
業
収

入
、
不
動
産
収
入
に
係
る
経
費
の
金
額

が
分
か
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

（
申
請
月
に
可
能
な
限
り
近
接
し
た
月

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
）。

●
申
請
期
限

　

９
月
29
日
（
金
）（
消
印
有
効
）

●
提
出
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局

【
申
請
が
必
要
な
人
】

　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

Ａ　

未
申
告
世
帯

　

Ｂ　

転
入
者
（
町
が
課
税
状
況
を
確
認
で

き
な
い
人
）
が
い
る
世
帯

　

②
家
計
急
変
世
帯

町ホームページ
令和5年度電力・ガス・食料
品等価格高騰重点支援給付金
（非課税世帯3万円給付金）
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KAMI INFORMATION

●問い合わせ先
　役場町民課
　各地域局

本人通知制度を本人通知制度を
ご利用ください！ご利用ください！

●問い合わせ先
　役場企画課

男女の素敵な男女の素敵な
出会いの場を出会いの場を
企画して企画して
みませんかみませんか

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
な
ど
を

代
理
人
や
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
交

付
し
た
と
き
に
、
そ
の
交
付
し
た
事
実
を

本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

●
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
す
る
人

の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
参

の
上
、
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
で
き
る
人

　

本
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
、
ま
た
は
本
籍

が
あ
る
人
（
過
去
に
あ
っ
た
人
を
含
む
）

●
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

• 

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
消
除
さ

れ
た
も
の
を
含
む
）

• 

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
抄
本
）
お
よ
び
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

（
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
）

●
通
知
す
る
内
容

　

交
付
年
月
日
、
証
明
書
の
種
別
、
交
付
通
数
、

交
付
申
請
者
の
種
別
（
第
三
者
、
代
理
人
な
ど
）

※
交
付
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
は
通
知

で
き
ま
せ
ん
。

※
本
人
通
知
制
度
を
登
録
さ
れ
る
と
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ

で
の
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交
付
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町ホームページ
香美町住民票の写し等

本人通知制度

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
助
成
金

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
助
成
金

　

本
町
で
は
、
結
婚
支
援
・
少
子
化
対
策

と
し
て
、
独
身
男
女
に
素
敵
な
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
人
、
ま
た
、
結
婚
し
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
所
に
対

し
、
事
業
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業
（
主
な
も
の
）

①
男
女
の
健
全
な
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る

イ
ベ
ン
ト

②
自
己
啓
発
（
魅
力
向
上
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
向
上
な
ど
）
講
座

③
従
業
員
な
ど
に
対
す
る
結
婚
支
援
、
結
婚

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
【
令
和
５
年
度
追
加
】

④
結
婚
支
援
活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
知
識
、

技
術
の
習
得
【
令
和
５
年
度
追
加
】　

  

な
ど

●
助
成
金
額

①
〜
③
…
上
限
10
万
円
（
補
助
率
１
０
０
％

以
内
）

④
…
上
限
５
万
円（
補
助
率
１
０
０
％
以
内
）

町ホームページ
～男女の素敵な出会いの場
を企画してみませんか～
香美町結婚サポーター事業

●
対
象
経
費

• 

会
場
使
用
料

• 

車
両
・
機
器
な
ど
の
借
上
げ
料

• 

司
会
者
、
従
事
者
謝
礼

• 

郵
券
、
通
信
料

• 

材
料
費
、
消
耗
品
費　

な
ど

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
飲
食
・
宿
泊
・
お
土

産
代
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
金
交
付
ま
で
の
流
れ

①
申
請
書
・
計
画
書
を
提
出

②
町
が
交
付
決
定

③
事
業
の
実
施

④
報
告
書
・
精
算
書
類
を
提
出

⑤
助
成
金
の
交
付

※
申
請
、
報
告
書
は
役
場
企
画
課
ま
た
は
各

地
域
局
で
受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ（高さ 48mm、幅 83mm）
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,000 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広
告原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙面
に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、CD-
ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願いし
ます。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末までに
提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課



広報 ふるさと香美 2023.6 ー 8

れ さ いん

第27回新温泉町
兵庫県立 但馬牧場公園で

大自然を満喫してみませんか？

次回、香美町へ！

　牧場公園のゲレンデ山頂には、3ｍほどの大型のブ

ランコが設置されており、心地よい風を受けながら「大

空を飛んでいるような感覚」と「自然豊かな絶景」を

楽しめます。

　また、夏には山頂付近で但馬牛が放牧され、のんび

りとしている姿を見ることができます。他にも、 ヤギ

やヒツジと直接ふれあえる広場があり、今年生まれた

子ヤギたちが 6月頃にデビューします。

　天然芝の広場には森をイメージした大型の遊具もあ

り、家族で大自然を楽しみながらのピクニックに最適

です！

　牧場公園で楽しんだ後は、町内の温泉で疲れをとっ

てリフレッシュしてみませんか？

【開園時間】9時～ 17 時

【休園日】毎週木曜日

【入園料】無料　※リフトは有料

【問い合わせ】兵庫県立但馬牧場公園

　　　　　  0796・92・2641

「災害時等応援協定」「災害時等応援協定」を締結しました
●問い合わせ先　役場防災安全課

　本町では、災害発生時などにおいて、両者が効果的な協力体制を迅速に構築することを目的とした「災害時

等応援協定」を締結しています。新たに次のとおり、協定を結びましたのでお知らせします。

【協定内容】

　災害応急対策において必要が生じたときは以下の施設などへの燃料の調達の協力を要請できる。

①庁舎

② 町内に町が設置する避難所など（住民が自主的に

避難した地域の集会所などで町が避難所に指定し

ていないものも含む）

③ 災害応急対策、ライフラインなどの維持に重要な

施設および車両

④ 消防用自動車などの緊急対応車両

⑤ 医療関係施設のうち特に緊急度の高いもの

⑥ その他燃料の供給が必要と特に認められるもの

株式会社ジェイ・アクロス佐津給油所株式会社ジェイ・アクロス佐津給油所
締結日：令和 5年 5月 16日

今後は平時の情報交換を行いながら有事に備えます。

これまでに
締結した協定は
こちらから！

町ホームページ

災害時等
支援協定
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活活費費 相相談

【事例 1 】

　即席カップめんにお湯と MCT オイル※を入

れて食べようとしたら容器の底が抜けて足にお

湯がかかった。注意書きに添付以外の食用油は

加えないようにと表示されていた。注意書きを

もっと目立つようにするべきだ。

【事例 2 】

　即席カップめんに MCT オイルを加えたとこ

ろ、容器が破損し中身が漏れて食べられなかっ

た。体に良いオイルと言われていて「コーヒー

やスープに混ぜてお召し上がりください」と書

かれていたので、入れても大丈夫だと思った。

注意！発泡ポリスチレン製容器に
食用油は加えないで食用油は加えないで

～底が抜けてやけどの恐れあり～～底が抜けてやけどの恐れあり～

にに

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

【ひとことアドバイス】

● MCT オイル、ココナッツオイル、えごま油、ア

マニ油などを、発泡ポリスチレン製の即席カップ

めんやコーヒーに加えると、容器が破損し、お湯

が漏れることがあります。

● MCT オイルを 15ml（大さじ 1 杯）入れた直後

に沸騰したお湯を約 550ml 注いだ場合の発泡ポ

リスチレン製容器の状態をテストした結果、容器

全体が数秒で破損し、底面に穴が開きお湯が漏れ

出ました（国民生活センター調べ）。

● 発泡ポリスチレン製容器に

は、添付の油以外は加えな

いようにしましょう。加え

たいときは陶器などに移し

てから加えましょう。

 

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

　「危険なごみなんて出していない」と思われるかもしれませ

んが、身近なごみの中には、意外と処理に危険が伴うものが含

まれています。

　クリーンパーク北但でも、リチウムイオン電池が原因と思わ

れる発火事故や、水銀を含んだごみが燃やすごみに混入してい

たことが原因と思われる、排気ガス中の水銀値上昇による焼却

炉停止といった事態が生じています。

　皆さんが出したごみは、収集作業員や清掃工場の選別作業員

そのごみの出し方、危険です！そのごみの出し方、危険です！

※  MCT オイルとは、ココナッツやパームに含まれる

中鎖脂肪酸 100％の食用油で、近年、ダイエット

など健康サポートに活用されている。

など、人の手を介して処理されます。また処理の過程で燃やしたり、埋め立てたりと、少なからず地球環境

に影響があることも意識し、適切な分別をお願いします。

品目品目 分別区分分別区分 出すときの注意点出すときの注意点 理由理由
スプレー缶
カセットボンベ

カン・ビン 中身を使い切って穴をあける。
ごみ処理施設の火災の原
因となるおそれがあるた
め

ライター 燃やさないごみ 中身を使い切る。

リチウムイオン充電池 乾電池類
中身の見える任意の袋に入れる。
※ 充電池内臓の取り外せない家電も同様

割れたガラスや陶器 燃やさないごみ
新聞紙などに包み、内容を表記して燃やさない
ごみの袋に入れる。

作業員のけが防止のため
刃物、工具類 燃やさないごみ

新聞紙などに包み、内容を表記して中身の見え
る任意の袋に入れる。

蛍光管 蛍光管
割れないようにケースなどに入れ、燃やさない
ごみ袋に入れて出す。他のごみと交ぜない。

水銀が漏れ出さないよう
にするため

水銀体温計
水銀血圧計 乾電池類

水銀が漏れないようにケースなどに入れ、
中身が見える任意の袋に入れる。他のごみ
と交ぜない。

燃やすごみに混入すると
焼却炉停止の原因になる
ため
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　子どもたちが生き生きと学び、地域から信頼される学校づくりのため、教育委員会では「第 2次香美町総

合計画」、「第 2期香美町教育振興基本計画」および「香美町教育の重点」のねらいを踏まえ、教職員の専門

性や実践的指導力および資質の向上を目指し、学校と連携を図りつつ、学校現場の諸課題を解決していくため

に効果的な研修を実施しています。

香美町教育研修所の取り組みについて香美町教育研修所の取り組みについて

令和 4年度の取り組み

　夏季休業中に町内の全教職員が一堂に介し、重点的な

課題に関して、専門家を招いて研修を実施しました。

～令和４年度テーマ～

　　「生涯の学びを支える『非認知能力』をどう育てるか」

　　（講師：豊岡市教育研修センター　森山　賢治所長）

全体研修会（講演）全体研修会（講演）

外国語教育研究事業：指導力向上研修会外国語教育研究事業：指導力向上研修会

　外国語指導助手（ALT）の派遣会社より講師を招

き、生徒・児童が主体的に活動できる授業づくりの

ための実践的な研修プログラムを行いました。

　各校の外国語担当教員の疑問にアドバイスや指導

を受け有意義な研修となりました。

　学校教育活動中におけるさまざまな場面を想定した緊急対応シミュ

レーション研修を毎年実施しています。昨年度は部活動中にけいれんを

起こして倒れ、意識障害があるという想定で行いました。今後も危機管

理意識の維持向上に努め、事故の未然防止とともに、多様な事故に対し

て適切な対応がとれるよう実践的に取り組みます。

学校研修：事故発生時の対応学校研修：事故発生時の対応
シミュレーション研修（村岡中学校）シミュレーション研修（村岡中学校）

　研修・研究事業は、主として「全体研修」、経験年数や事業別の「部会」および「学校園」の区分により実

施します。実施に当たっては、年間事業計画を基に、これまでの取組成果や課題を踏まえつつ、部会代表など

を中心に研修を企画立案しています。

　これまで、教職経験の少ない若手教員や中堅教員を対象に、法令や学問的な裏付けなどに基づいて根拠を示

し、問題解決に導く研修や、複式学級における効果的な指導技術の向上を目指し研修を行うなど、各学校園の

実態や教育課題を踏まえながら、学習指導要領などが目指す教育や香美町ならではの教育の実現に向けて取り

組んでいます。

運営の基本的方向性



11 －広報 ふるさと香美 2023.6

れ さ いん

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

年
々
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
日
本
の
夏

の
暑
さ
。
令
和
４
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で

の
間
に
熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
た

人
は
、
全
国
で
７
万
人
を
超
え
、
高
齢
者

が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

住
居
で
の
発
症
が
最
も
多
く
報
告
さ
れ
ま

し
た
（
消
防
庁
調
べ
）。

　

熱
中
症
の
発
症
に
は
、
気
温
や
湿
度
な

ど
の
上
昇
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
夏
場

だ
け
で
な
く
梅
雨
明
け
前
後
の
暑
さ
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。

　

身
長
が
低
い
子
ど
も
や
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
に

座
っ
て
い
る
状
態
な
ど
は
、
地
面
か
ら
の
照

り
返
し
で
気
温
よ
り
高
温
の
環
境
に
な
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

体
温
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
が
十
分
に
発

達
し
て
い
な
い
子
ど
も
や
、
体
の
感
覚
機
能
、

調
整
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

物
価
の
高
騰
や
地
球
温
暖
化
の
抑
制
の
た

め
の
節
電
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

を
意
識
し
す
ぎ
て
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
周
囲
の

人
に
気
を
配
り
、
熱
中

症
の
予
防
を
呼
び
か
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

水
分
補
給
に
は
経
口
補
水
液
や
麦
茶
、
水

が
お
す
す
め
で
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
に

は
、
利
尿
作
用
が
あ

る
カ
フ
ェ
イ
ン
が
含

ま
れ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
分
解
に
多
量
の

水
分
が
必
要
な
た
め
、
脱
水
状
態
を
お
こ
す

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
「
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
で
き

る
だ
け
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
　

地
面
の
照
り
返
し
の
熱
で

　
　
　
　
　

さ
ら
に
高
温
の
環
境
に
！

見
逃
さ
な
い
で
！

見
逃
さ
な
い
で
！

●
こ
ん
な
人
も
要
注
意

• 

（
下
痢
な
ど
）
脱
水
症
状
が
あ
る
人

• 

筋
肉
量
の
少
な
い
や
せ
た
人
、
肥
満
の
人

• 

体
に
障
害
の
あ
る
人

• 

通
気
性
の
悪
い
衣
服
を
着
て
い
る
人

• 

普
段
か
ら
運
動
を
し
て
い
な
い
人

• 

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人

• 

寝
不
足
、
朝
食
抜
き
の
人

けけ
んん

ここ
うう

広
場
広
場

熱
中
症
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

熱
中
症
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

熱
中
症
の
危
険
信
号

熱
中
症
の
危
険
信
号

①

　
　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　

予
防
に
役
立
て
よ
う
！

②
　
　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
は

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
と
高
齢
者
！

③

　
　

マ
ス
ク
着
用
時
は

　
　
　

口
内
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
！

④

1 日当たり 1.2ℓ
（コップ約6杯分）

病院へ病院へ

口から飲めない
場合や、症状の
改善が見られな
い場合は、受診
が必要

急いで
救急車を要請

症 状症 状

• 頭痛

• 吐き気、吐いた

• 体がだるい

• 集中力や判断力の低下

•  意識障害（受け答えや

会話がおかしい）

• けいれん

•  運動障害（普段通りに

歩けないなど）

• 体が熱い

対 処対 処

• 涼しい場所へ移動

• 安静

•  衣類を緩め保冷剤など

で冷やす

くび
わき

また

消防庁ホームページより引用

＋

熱
中
症
の
症
状
が
現
れ
た
ら
病
院
へ

熱
中
症
の
症
状
が
現
れ
た
ら
病
院
へ

32℃ 35℃36℃
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けいじばん

募　
　

集

募　
　

集

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

人
事
院
で
は
、
令
和
５
年
度
国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
の
区
分

　

事
務
、
技
術
、
農
業
、
農
業
土
木
、
林
業

●
受
験
資
格

①
令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人
お
よ
び
令
和
６
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

●
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

　

６
月
19
日（
月
）〜
28
日（
水
）（
受
信
有
効
）

●
第
１
次
試
験

　

９
月
３
日
（
日
）

●
試
験
地

　

神
戸
市
ほ
か

●
そ
の
他

　

受
験
案
内
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報N

A
V
I

」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　

大
阪
府
大
阪
市
福
島
区
福
島
１
‐
１
‐
60

06
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１

　

（
高
卒
者
試
験
）

　

（
高
卒
者
試
験
）

人事院ホームぺージ
国家公務員試験
採用情報NAVI

国税庁ホームページ
採用情報

税
務
職
員
採
用
試
験

税
務
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格

①
令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人
お
よ
び
令
和
６
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

●
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

　

６
月
19
日（
月
）〜
28
日（
水
）（
受
信
有
効
）

●
第
１
次
試
験

　

９
月
３
日
（
日
）

●
試
験
地

　

神
戸
市
ほ
か

●
そ
の
他

　

採
用
予
定
数
な
ど
採
用
に
関
す
る
情
報
は
、

人
事
院
ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試
験
係
）

06
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１

　

豊
岡
税
務
署
総
務
課

　

０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
２

自
衛
官
な
ど

自
衛
官
な
ど

●
種
目

①
一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

③
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

④
航
空
学
生

⑤
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

⑥
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

⑦
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

●
応
募
資
格

①
②
③
18
歳
以
上
33
歳
未
満

④
海
…
高
卒
（
見
込
み
含
）
以
上
23
歳
未
満

　

空
…
高
卒
（
見
込
み
含
）
以
上
21
歳
未
満

⑤
⑥
⑦
高
卒
（
見
込
み
含
）
以
上
21
歳
未
満

●
受
付
期
間

①
７
月
１
日
（
土
）
〜
９
月
５
日
（
火
）

②
③
年
間
を
通
じ
て

④
７
月
１
日
（
土
）
〜
９
月
７
日
（
木
）

⑤
７
月
１
日
（
土
）
〜
10
月
18
日
（
水
）

⑥
７
月
１
日
（
土
）
〜
10
月
11
日
（
水
）

⑦
７
月
１
日
（
土
）
〜
10
月
４
日
（
水
）

●
第
１
次
試
験

①
９
月
15
日
（
金
）
〜
９
月
24
日
（
日
）
の

う
ち
１
日

②
③
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

④
９
月
18
日
（
月
）

⑤
10
月
28
日
（
土
）

⑥
10
月
21
日
（
土
）

⑦
10
月
14
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
豊
岡
出
張
所

　

０
７
９
６
・
22
・
３
９
７
８

人事院ホームページ
国家公務員採用試験

それぞれの
試験申込は
こちらから！

自衛官募集
募集日程ぺージ

JICA 海外協力隊
ホームページ

ＪＪジ

ャ

イ

カ

ジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

海
外
協
力
隊

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
、
発
展
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同

じ
生
活
を
し
な
が
ら
共
に
働
き
、
国
づ
く
り

に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
受
付
期
間

　

７
月
３
日
（
月
）
ま
で

※
各
地
で
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

（
公
社
）
青
年
海
外
協
力
協
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
大
阪

　

０
８
０
・
７
３
９
７
・
７
５
２
１
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まちからの情報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

開　
　

催

開　
　

催

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

●
と
き

　

７
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

●
と
こ
ろ

W

わ

っ

く

A
C
C
U
T

と

よ

お

か

O
Y
O
O
K
A

学
習
室
Ｂ
（
ア
イ

テ
ィ
４
階
）

●
内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

※
前
日
の
17
時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

町ホームページ
各種相談窓口

●
と
き
・
と
こ
ろ

①
７
月
１
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

②
７
月
15
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
７
８
１
７

※
相
談
受
付
専
用
番
号
（
平
日
の
み
）

※
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

日
本
海
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る

日
本
海
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

お
話
と
海
洋
生
物
観
察
会

お
話
と
海
洋
生
物
観
察
会

●
と
き

　

６
月
17
日
（
土
）、
７
月
９
日
（
日
）、

　

７
月
22
日
（
土
）、
８
月
６
日
（
日
）、

　

令
和
６
年
３
月
17
日
（
日
）　

い
ず
れ
も

13
時
〜
15
時
（
受
付
12
時
30
分
〜
13
時
）

●
と
こ
ろ

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

豊
岡
市
九
日
市
上
町
６
６
０
‐
５

●
実
施
学
科
・
内
容

• 

２
年
制
…
自
動
車
工
学
科
（
自
動
車
基
本
点
検
）、

　
　
　
　
　

建
築
工
学
科
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
設
計
）

• 

１
年
制
…
機
械
製
造
学
科
（
仮
称
）（
三
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
）

●
申
込
方
法

• 

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
。

• 

但
馬
技
術
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入
力

し
て
送
信
す
る
。

●
申
込
期
限

　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集
事
務
局

　

０
７
９
６
・
24
・
２
２
３
３

　

０
７
９
６
・
24
・
０
８
７
５

●
と
き

　

７
月
８
日
（
土
）
10
時
〜
12
時
30
分
（
雨

天
中
止
）

●
と
こ
ろ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館
、
今
子
浦

●
講
師

頼よ

り

す

え末
武た

け

ふ

み史
さ
ん
（
人
と
自
然
の
博
物
館
／

兵
庫
県
立
大
学
）、
邊
見
由
美
さ
ん
（
京
都

大
学
舞
鶴
水
産
実
験
所
）

●
対
象
・
定
員

　

小
学
４
年
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
20
人

●
受
講
料

　

１
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
）

●
申
込
方
法

　

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
参
加
登
録

●
申
込
期
限

　

６
月
19
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

　

０
７
９
・
５
５
９
・
２
０
０
３

　

０
７
９
・
５
５
９
・
２
０
３
３

sem
inar@

hitohaku.jp

但馬技術大学校
ホームぺージ
オープンキャンパス

県立人と自然の博物館
ホームぺージ

D06日本海の生物多様性
に関するお話と観察会

FAXFAX

FAXFAX

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は

県
や
市
町
の
貴
重
な
財
源
で
す
！

県
や
市
町
の
貴
重
な
財
源
で
す
！

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
そ
の
10
分
の
７
が

ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
市
町
に
交
付
さ
れ
、
周
辺

環
境
の
保
全
な
ど
、
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
る
貴
重
な
財
源
と
し
て
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

税
額
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
規
模
、
利
用
料
金

な
ど
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
人
一

日
あ
た
り
３
０
０
円
〜
１
２
０
０
円
で
す
。

　

な
お
、
次
の
人
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
（
申
出

書
な
ど
の
提
出
と
証
明
が
必
要
で
す
。）。

①
18
歳
未
満
ま
た
は
70
歳
以
上
の
人

②
障
害
者

③
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
選
手

（
同
大
会
の
ゴ
ル
フ
競
技
と
し
て
の
利
用

ま
た
は
公
式
練
習
に
限
り
ま
す
。）

④
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
行
う

学
生
、
生
徒
、
教
員
な
ど

⑤
国
際
競
技
大
会
に
参
加
す
る
選
手
（
同
大

会
の
ゴ
ル
フ
競
技
と
し
て
の
利
用
ま
た
は

公
式
練
習
に
限
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
岡
県
税
事
務
所
課
税
第
２
課

　

０
７
９
６
・
26
・
３
６
３
０

・
26
・
３
６
３
０
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フォトニュース！

　5月3日、小代区秋岡で小代渓谷まつりが4年ぶり

に開催され、町内外から多くの親子連れが訪れました。

　これは、矢田川の清流を大切にしようと地元の青

壮年が中心となって行われているもので、今回で

36回目を迎えます。

　会場では、早朝からヤマメ釣り大会が実施され、

多くの釣り人が渓流釣りを楽しんだほか、川辺で行

われた魚のつかみ取りでは、小学生以下の子どもた

ちが、岩の下に隠れるヤマメをびしょ濡れになりな

がら掴んでいました。

　釣り大会に参加した香住区間室の 田湊
そ う し

史さん

（９）は「うまく釣れなかったけど、竿を振るのは

上手になった」と渓流釣りを楽しんでいました。 ▲渓流釣りを楽しむ親子

清流矢田川を楽しみ、守ろう！　清流矢田川を楽しみ、守ろう！　～第 36回小代渓谷まつり～～第 36回小代渓谷まつり～

▲県赤十字血液センターによる講演前に活動報告をする香住高校生

　5月 20 日、香住文化会館で、香住高校の生徒が

主催する献血についての講演会が行われました。

　香住高校では、昨年から「地域に学び、地域に貢

献する」を目標に、総合的な探求の時間を利用して

普通科の2、3年生が一体となって疑似的な会社「KHS 

company project」を運営する授業を行っています。

　今回の講演は、持続可能な開発目標のうち「3. す

べての人に健康と福祉を」にスポットを当て、若者

の献血意識の向上に取り組む「SDGs 事業部」が企

画したもので、町民など約 30人が参加しました。

　同事業部の CEOを務める北村紫
す み れ

花さんは「今後

も広報活動に力を入れて、1人でも多く献血しても

らえる人を増やしていきたい」と展望を語りました。

持続可能な地域社会を考える持続可能な地域社会を考える　　～献血についての講演会「未来へつながる愛のバトン」～～献血についての講演会「未来へつながる愛のバトン」～

　5月 11 日、矢田川に架かる油良橋下で矢田川漁

業協同組合香住支部による鮎の放流が行われました。

　これは、子どもたちにふるさとの川を大切にする

心を持ってもらおうと実施しているもので、香住

小学校 3年生児童の 55人と、放流する稚鮎のうち

300 匹を育てた香住高校海洋科学科アクアコース

の生徒 12人が参加しました。児童らは高校生や漁

協組合員の指導のもと、バケツをゆっくり傾けて川

に放すと、勢いよく泳いでいく稚鮎を見送り「元気

でね」と声を掛けていました。

　駒居瑛
え い た

太さんと北村朱
し ゅ う

羽さんは、児童を代表して

「放流はとても楽しかったです。元気に育って欲し

いと思います」と感謝との言葉を伝えていました。

きれいな川で「元気に育ってね！」　きれいな川で「元気に育ってね！」　～鮎の放流～～鮎の放流～

▲香住高校生の声かけで稚鮎を放す児童ら
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まちの話題をピックアップ

　5月 21 日、村岡区の兎和野高原グリーン広場で

うわのツツジまつりが開催されました。

　これは、町と兎和野高原野外教育センターが共催

しているもので、地域住民の交流の場として 100

年以上の歴史があります。

　天気に恵まれたこの日は、地元名物の但馬牛コ

ロッケやとち餅などを扱う「じげのマルシェ」、ツ

リーイングや電動いとのこを使った組み木づくり体

験などが行われたほか、中央広場では村岡高校民謡

集団「蘇武」による南中ソーランなどが披露され、

集まった家族連れなどを楽しませていました。

　香住区から訪れた親子は「天気がよく緑もきれい

で、気持ちよく過ごせました」と満足そうでした。 ▲新緑の中、南中ソーランを披露する村岡高校生

兎和野高原の豊かな自然とグルメを満喫　兎和野高原の豊かな自然とグルメを満喫　～うわのツツジまつり～～うわのツツジまつり～

　5月 24 日、余部・長井・柴山幼稚園の園児 17

人がサツマイモの苗の植え付けに挑戦しました。

　余部幼稚園では毎年、長井幼稚園と合同でサツマ

イモを育てており、今年度からは柴山幼稚園を加え

た 3幼稚園が合同で実施しています。

　当日は、地元余部の有志が用意した畑に、約 50

本の苗を丁寧に植え付けました。先生や地元の人の

話をしっかり聞き、苗に優しく土をかぶせて水やり

をしながら「大きくなあれ」と声を掛けていました。

　余部幼稚園の山本耕大くんは「ぼくがさつまいもの

お父さんになって、お世話をするよ」と楽しそうでした。

　今後も、草取りや水やりなどの管理から収穫まで、

3園合同で行う予定です。

収穫を楽しみに「大きくなあれ」　収穫を楽しみに「大きくなあれ」　～ 3幼稚園合同 サツマイモの苗の植え付け～～ 3幼稚園合同 サツマイモの苗の植え付け～

▲苗に土をかぶせ、声をかける園児ら

　5月 28 日、射添体育館で、射添地区まちづくり

協議会の総会が開かれました。

　同協議会は、射添の地域住民が助け合い、支え合

い、安心して生活できる地域の実現を目指して活動

しており、発足から 2年半を迎えています。

　総会では、各部会の活動やホームページ、ステッ

カー作成などの実績報告が行われ、古川功兒会長は

「できることは地域でしようという意欲が湧くように、

皆さんの意見に沿うよう活動したい」と話しました。

　また、総会後には、地元を中心に活動する「ほっ

こり一座」による射添地区の伝説「おたんの手掛け

松」の演劇が披露され、約 50人の観客はコミカル

な劇に笑いながら、地元文化への理解を深めました。▲方言を交えながら演劇を披露する「ほっこり一座」

みんなでつくる活力あるまち　みんなでつくる活力あるまち　～射添地区まちづくり協議会総会・ほっこり一座公演～～射添地区まちづくり協議会総会・ほっこり一座公演～



いきいきカレンダーいきいきカレンダー ▶15 14

※下記の予定は変更となることがあります。

広報 ふるさと香美 2023.6 － 16

6 7
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※求人への応募にはハローワークの「紹介状」が必要です。

（4/20 ～ 5/19 までの申込求人）

　中皮腫や肺がんなどを発症した原因が、労働者と

して石綿ばく露作業に従事していたことと認められ

た場合、石綿救済法に基づく給付金が支給されます。

　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に長い

年月を経て発症することが大きな特徴です。

　中皮腫などで亡くなった人が過去

に石綿作業に従事していた場合には、

労災保険給付などの支給対象となる

可能性がありますので、まずはお気

軽に都道府県労働局または労働基準

監督署にご相談ください。

●問い合わせ先

　兵庫労働局労働基準部労災補償課

　078・367・9155

　中皮腫や肺がんなど中皮腫や肺がんなど

石綿による疾病の補償・救済石綿による疾病の補償・救済

厚生労働省
ホームページ
リーフレット

　令和 5年 10 月 1日からインボイス制度が開始さ

れます。

　インボイス発行事業者となるためには、登録申請

が必要です。登録に当たっては、取引先との調整や

システムの整備が必要となることもあるため、早目

の準備をおすすめします。

　インボイス制度の詳細は、国税庁ホームページ

の「インボイス制度特設サイト」でも確認できます。

一般的な質問は、チャットボットまたは軽減・イン

ボイスコールセンターで受け付けていますのでご利

用ください。

●コールセンター

0120・205・553（フリーダイヤル）9時～ 17時

豊岡税務署からのお知らせ豊岡税務署からのお知らせ

【消費税】インボイス制度が始まります！【消費税】インボイス制度が始まります！

●問い合わせ先

豊岡税務署　　0796・22・2101（代表）

　税務署などでは、インボイス制度についての説

明会を開催しています。

●とき

　6月 22日（木）10時～ 11時、14時～ 15時

※ 14時～ 15時は消費税の仕組みから知りたい人向け

●ところ

　豊岡税務署内会議室

●申込期限・方法

　6月 15日（木）17時までに電話で予約

●申込先

　豊岡税務署法人課税第１部門

　0796・22・2159（直通）

※ その他の会場は「インボイス制度特設サイト」

の「説明会」ページをご覧ください。

説明会を開催中です

　マイナンバーカードをお持ちの個人事業者は、

スマートフォンからでも申請できます。

登録申請の手続きは、e-Tax が便利です

国税庁ホームぺージ
インボイス制度
特設サイト
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おめでとうございます

褒章受章者のご紹介褒章受章者のご紹介

　昭和 50 年に旧美方町消防団に入団し、45 年

間団員として活躍され、平成 4年から 22年間は

副団長を務めました。小代支団長時代には、特定

の活動のみに参加する「機能別団員制度」を導入

し、団員の確保に尽力されました。

　田淵さんは受賞について「職場や家族、地域の

人、役場の消防担当の皆さんのご理解とご指導が

あって長く続けてこられた」と感謝するとともに、

今後についても「受賞に恥じないように地域で活

動したい」と話しました。

田淵 正一さん

瑞宝単光章

（小代区新屋）

消防功労

元香美町消防団

副団長

　昭和 51 年に地元小代で測量会社を立ち上げ、

但馬地域の測量業務や地籍調査に携わる傍ら、小

代区の地域活性化にも大きく寄与してこられまし

た。また、平成 28年には兵庫県測量設計業協会

の会長に就任され、6年間にわたり同業の社会的

地位の向上などに尽力されました。

　朝倉さんは「この度の受賞は、周りの皆さんの

おかげと思っています。本当に感謝しています」

と喜び、これからも「地域のために、できること

で協力していきたい」と語りました。

朝倉 富征さん

旭日双光章

（小代区秋岡）

専門工事業振興功労

元兵庫県

測量設計業協会長
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まちのうごき
（令和 5年 4月 30 日現在）

人　口 15,858 人　（－ 42）

男 7,554 人　（－ 18）

女 8,304 人　（－ 24）

世帯数 6,369 世帯（＋ 10）

（　）内は前月比

■編集後記■

　5月に入ってから、全国各地で大きな地震が発生

しています。また、これからの季節は、近年大きな

被害を出している「線状降水帯」が発生する可能性

が高まってきます。

　これらの共通点は、いつ、どこで発生するか予想

が難しい点ですが、線状降水帯については、発生の

最大 30分前に気象庁が「直前予測」を出す運用が

開始されました。地震や雨に限らず、普段から防災

意識を持って情報を収集して、有事の際に最善の行

動を取れるよう、シミュレーションをしておきたい

ですね。（ふくい）

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

第46回香美町海の祭典 香住ふるさとまつり第46回香美町海の祭典 香住ふるさとまつり
海上花火大会募金箱を設置しました海上花火大会募金箱を設置しました

　今年の香住ふるさとまつり「海上花火大会」は、

7月 22 日（土）に開催します（荒天などで中止の

場合は翌日に延期）。

　盛大で鮮やかな花火大会となるよう、役場本庁舎

1階の香美ホールと各地域局の窓口に募金箱を設置

しています。

　皆さんのご協力をお願いします。

●問い合わせ先

　第 46回香住ふるさとまつり総合委員会（役場観

光商工課内） 

おめでとうございます

表彰受賞者のご紹介表彰受賞者のご紹介

  山﨑つるみさん（香住区西）

厚生労働大臣特別表彰

　（多年民生委員児童委員）

全国民生委員児童委員連合会長表彰

　（多年民生委員児童委員）

  田路一成さん（村岡区福岡）

近畿人権擁護委員連合会長表彰

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://www.town.mikata-kami.lg.jp

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

保健センター　36・5008

福　祉　課　36・1964

いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館 98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

香住文化会館　36・1026

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　39・2050

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　以前に比べて外出がしやすくなってきたこの頃ですが、自宅で過ごす時間が多かっ

た時期に読書をしたり、ドラマや映画を見たりする時間が増えた人が多いのではない

でしょうか？ドラマや映画、アニメなどは原作が書籍になっているものがたくさんあ

ります。今月は、すでに見た人も、これから見る人も、楽しめる3冊を紹介します。

図書室へ行こう♪
読書をしませんか？

今月のおすすめ図書今月のおすすめ図書 　各公民館で本の貸し出し、返却の連携をしていますので、借りたい本がない

場合など、お問い合わせいただくと最寄りの公民館で本を借りることができます。

虐待かもと思ったら…虐待かもと思ったら…
児童相談所虐待対応ダイヤル

１
いちいち

９
くく

８
はやはや

へ☎☎

原作を読んでみませんか？

（文：村岡区中央公民館　図書室担当）

香住区中央公民館図書室 村岡区中央公民館図書室 小代地区公民館図書室室

【図書室での本の借り方・返し方】

　初めに、図書室で利用カードの発行手続きをしてください。

　借りたい本と利用カードを、受付まで持参してください。

　返すときは本だけを受付に持参してください。

　目当ての本が見つからない場合は職員までお尋ねください。

●●●●● ● 所蔵図書室 所蔵図書室 ●●●●●●

村 村岡区中央公民館図書室所蔵

▲村岡区中央公民館図書室でゆったり本を読んでみませんか？

行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

0120・63・1210
（通話料無料）

町ホームペー

ジでも最新の

放送内容を公

開しています。

　弁護士資格をはく奪された後、

頭脳明晰な助手と探偵事務所を運

営する、上水流涼子。法より節義

に報いたい…危うい依頼も知識と

美貌、そして優秀な相棒のアシス

トでスマートに解決！主人公を天

海祐希さんが演じる、痛快エン

ターテイメントです。

『合理的にあり得ない』
柚月裕子／著

講談社

水稀しま／著

小学館

『小学館文庫
　名探偵コナン 黒鉄の魚

サブマリン

影』

　ゴールデンウイークの映画といえ
ば「名探偵コナン」！とすぐに思い浮
かぶほど、皆さんに浸透しているお馴
染みのアニメですが、原作を物語で
読むとまた違った世界が広がります。
子供向けの本でしょ…と思っている
人たち、ぜひ一度手にとってみてくだ
さい。長年愛されている理由が分か
る面白さです。以前に映画化された
シリーズの本もありますよ！

北国バラッド／著
集英社

『岸辺露伴ルーヴルへ行く』

　アニメ「ジョジョの奇妙な冒険」

をドラマで実写化、主人公の岸辺

露伴を高橋一生さんが演じ、話題

となった作品が今度は映画に！漫

画やアニメを知らなくても、ス

トーリーに引き込まれる極上のミ

ステリーです。読んだ後は、ルー

ヴル美術館ですべて撮影された映

像が観たくなるはず！
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